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シーメンスヘルスケア・ダイアグノスティクス株式会社

日本医療検査科学会第55回大会
ランチョンセミナー11

本ランチョンセミナーは整理券制となっております。
9月15日までに学会事前参加登録をすると、登録時にランチョンセミナーの整理券事前予約もおこなえます。
9月16日以降に参加登録する場合は、ランチョンセミナーの事前予約はできません。
整理券はセミナー当日の朝に配布されます。
詳細は日本医療検査科学会第55回大会のホームページをご確認ください。
※整理券の予約・配布はいずれも無くなり次第、終了とさせていただきます。
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セミナー概要

非アルコール性脂肪性肝疾患 (NAFLD) は国内で約2,200万人の患者が存在する。国内において

肝生検で診断された1,398例を対象としたCLIONE-ASIA試験において、肝線維化が肝疾患関連

イベント（liver related event: LRE）(腹水、脳症、肝発癌、静脈瘤破裂)に寄与する因子であった。

高度肝線維化例を見逃すことなく肝臓専門医へ紹介し、早期治療や肝細胞癌 (HCC)のサーベイラ

ンスに繋げることが重要である。そこで肝生検の代替となる非侵襲的診断法（non-invasive 

tests: NIT）の活用が期待される。血清バイオマーカー、スコアリングシステム(NAFLD fibrosis 

score, fibrosis-4 [FIB-4] index)、エラストグラフィなどの画像診断の開発が行われてきた。

CLIONE試験のサブ解析では、FIB-4 indexはLREを予測でき、高値群はLRE発症が高く、低値群

は５年でのLRE発症はほぼなく、”5年保証”が可能で、低値群はプライマリケア医の経過観察で良

い。2023年に米国肝臓病学会から提唱された高度線維化例（ステージ3/4）の拾い上げを目的とし

たNAFLDの2nd stepの診断アルゴリズムを解説したい。国内ではフィブロスキャン保有施設が

少なく、2nd stepとして肝線維化マーカーへの期待が大きい。肝線維化マーカーとしては ,ヒアル

ロン酸、P-III-P, TIMP-1を組み合わせたELFテストや4型コラーゲン7Sなどの有用性が検証され

てきた。2ステップ診断法 (FIB-4 index ⇒ 肝線維化マーカー) はフィブロスキャンなどの特殊な

装置を必要とせず、簡便な専門医への紹介パスウェイを提供できる。2022年にNIT確立を目指し

たコンソーシアム (JANIT Forum) を設立した。ここ数年、NAFLD診療において臨床検査は大き

なイノベーションを迎えており、未来展望を含め活況ぶりを概説したい。


